を 知らない ことが 不幸で あると 同様に、 之 を 知る こと 

も (少 くと も 文学 を 志す ものに とって は) 不幸で ある 

と (いささか 逆説的で は あるが) 言える の だが、 鏡 花 

氏の 場合 は 之と 異る。 鏡 花 氏の 作品に ついては 之 を 知 

らな いこと は 不幸で あり、 之 を 知る こと は 幸で ある。 

と はっきり 言い切れ るので ある。 ここに、 氏の 作品の 

近代的 小説で ない 所以が あり、 又 それが 永遠に 新しい 

魅力 を 有つ 所以 も ある。 

鏡 花 氏 こそ は、 まことに 言葉の 魔術師。 感情 装飾の 

幻術 者。 「芥子 粒 を 林檎の ごとく 見す という 欺 罔の 器」 

と 「波羅 葦 僧の 空 をも視 く、 伸び 縮む 奇なる 眼鏡」 と 



を 持った 奇怪な 妖術 師 である。 氏の 芸術 は 一箇の 麻酔 

剤で ぁリ、 阿片で あると もい えよう。 

事実、 氏の 芸術 境 は、 日本文学 中に あって 特異な も 

ので あるば かりで なく、 又 世界 文学 中に 於ても ュ ニイ 

クな ものと 言える であろう。 その 神秘性に 於て、 ポオ 

(彼の 科学 性 は 全くな しとす る も) に まさ リ、 その 縹渺 

たる 情趣に 於て はるかに ホフマン を 凌ぐ ものが あると 

考える の は 単なる 私の 思いすごしであろう か。 空想的 

なる ものの 中の、 最も 空想的な もの、 浪漫的なる もの 

の 中の、 最も 浪漫的な もの、 情緒 的 (勿論 日本的な) 

ものの 中で、 最も 情緒 的な もの、 —— それらが 相寄リ 



相 集って、 ここに 幽艷. 怪奇 を 極めた 鏡 花 世界なる も 

の を 造り 出す。 其処で は 醜悪な 現実 はすべ て、 氏の 奔 

放な 空想の 前に 姿 を ひそめて、 ただ、 氏 一 箇の 審美眼、 

もしくは 正義 観に 照らされて、 「美」 あるいは 「正」 と 

思われる ものの みが 縦横に 活躍す る。 そこに 登場す る 

女 は、 下女の 末と いえ ども、 悉く、 色が 抜ける ように 

白くなければ ならぬ。 それ は、 全く、 今の 私達の 眼 か 

ら 見て、 時代錯誤に 近い 世界 II 髭 の 生えた 官員 様が 

えらかったり、 色々 な 肩書が 法外に もの をい つた リす 

る 世界 —— なので あるが、 そういう 時代錯誤 的な 観念 

さえ もが (更に、 氏の 作品の 構想の 幼稚な 不自然 ささ 



え も) ここで は 「鏡 花 的な 美」 の 不可欠の 要素と なつ 

ている の は 不思議な ことで ある。 蝙蝠 (湯女の 魂) • 蝦 

蟇 • 河童 (飛 剣 幻な り) • 蛭 • 猿 (高野聖) 等の かもし 

出す 怪奇と、 狭斜の 巷に 意気と 張りと で 生きて 行く 女 

性 (婦 系図のお 蔦 等 • 通夜 物語の 丁 山 • その他) 純情 

の 少女 (婦 系図のお 妙 • 三枚 続のお 夏 以下) 勇み肌の 

兄哥 (三枚 続の 愛吉) 等の つくり 出す 情調と —— この 

二つが、 まぜあわされて、 ここに、 鏡 花 好みに 統一 さ 

れ た 極楽浄土 ともいうべ き 別 乾坤が でき 上る ので ある。 

読者 は、 それが、 つくりもの —— つくりもの もつ くり 

もの、 大変な つくりもの なの だが —— である こと を、 



はじめは 知っていながら、 つい、 うかう かと 引ずり こ 

まれて、 いつの 間に か、 作者の 夢と 現実との 境が 分ら 

なくなって 了う。 ここに 氏の 作品と、 漱 石の 初期の 作 

品 —— 倫敦塔 • 幻影の 盾 • 虞美人草 等 II との 相違が 

ある。 これらの 漱 石の 作品 を 読みながら 読者 は 最後 ま 

で、 それが つくりもの である こと を 忘れな いでいる こ 

とがで きる。 それが、 鏡 花 氏の 作品 だと、 読者 は 何時 

の 間に か 作者の 夢の 中に まきこまれ ていて、 卷を 終つ 

て、 はじめて ほっと 息をつ いて、 それが 現実で はな かつ 

たこと に 気付く ので ある。 思う にこれ は、 この 二人の 

作家の 才能の 差で はなく して、 その 自らの 夢に 対する 



夜の 壁に 描き 得た 我が 霊妙なる 壁画 を 瞬く間に 擾 して、 

越後 獅子の 譜の 影は蠅 になって 舞踏す る。 蚯蚓 も 輪に 

刎ね 蚰蜒 は 反って 踊る。』 (隣の 糸) なぞと いう 文章に 

あって は、 全く はじめての 人 は 面 喰う であろう。 この 

表現の 奇矯と いう 点に 於て、 氏 はまた 後の 大正時代に 

なって 現われた 新 感覚 派なる ものと 一 脈 相 通ず る 所が 

ある。 大体、 新 感覚 派と いっても、 その 狙う 所 は 「外 

界の 刺戟 を 感受す る 方法の 新し さ」 というより は、 む 

しろ、 「その 感覚の 表現 法の 新し さ」 にある ように 思わ 

れる。 単に 感覚の 清新と いう 点から 見れば、 文学史 を 

遥かに 遡って、 「削り 氷に あま づら 入れて、 新しき 婉に 



入れた る。 水晶の 数珠. 藤の 花. 梅の 花に 雪の 降り か、 

りたる。 いみ じう 美しき 稚児の 覆 盆 子な ど 喰 ひたる ご 

を 「あてなる 物」 と 見た 枕 草子の 作者 なぞ も、 立派な 

新 感覚 派 だと 思う。 雑誌 「文芸 時代」 に 拠った 新 感覚 

派 は、 むしろ 奇矯なる 表現の み を 重視して いた。 事実 

的に は、 表現 法に 努力す る ことによって、 逆に、 その 

もとと なるべき 感覚の 尖鋭 化への 修練が 積まれて 行つ 

たようで ある。 

「雄蘂の 弓が 新月の ように 青空へ 矢 を 放った ご …… 

「春 景色」 (川端 康成) 

「栗毛の 馬の 平原 は 狂人 をのせ てうね りながら、 黒い 



地平線 をつ くって、 潮の ように 没落へ と 溢れて 行つ 

た ご …… 「ナポレオンと 田虫」 (横 光利 一 ) 

鏡 花 氏 も、 単に、 その 感覚の 新鮮と 表現の 斬新と か 

ら 見るならば、 決して、 之 等の 新 感覚 派の 人々 に 劣ら 

ない ので ある。 

かわはぎ 

『時雨に 真 蒼な の は 蒼 鬣 魚の 鰭で ある。 形 は 小さい が、 

一 一 一 十 枚ば かりず つ 幾 山に も 並べた、 あの 暗 灰色 の 菱形 

の 魚 を 三角形に 積んで、 下 積に なった の は 軒下の 石に 

藍 を 流して、 上の 方 は 浜の 砂 を ざ ら ざら とその まま だ 

から、 海の 底の ピラミッド を 影で 視く鮮 しさが ある。』 

(卵塔場の 天女) 



『汽車 はもう 遠くの 方で、 名物 焼 蛤の 白い 煙 を 夢の よ 

うに 月下に 吐いて、 真 蒼な 野路 を 光って 通る。』 (歌 行 

燈) なぞ、 以下 例 を 挙げれば 限り もない が、 決して 新 

感覚 派の 人達に 比して 遜色ない と 思われる。 但し、 横 

光 氏 等の 当時の 作品に は、 鏡 花 氏に は 見られない、 作 

品 全体の (もしくは、 その 中の 一 つの 情景の) 構成 そ 

れ 自らの 中の 新し さとい う ものが あった。 

『父が 突然死んで 了った。 私 は 海峡 を 渡る と バナナ を 

四日 間た べつ づけて、 まだ 知らぬ 街まで 出かけて 行つ 

た。 母 は、 と ある 街角の 三角形の 奇怪な 硝子 張りの 家 

の 中で、 ひとり、 机の ように ぼんやりと 坐って いた。』 



「青い 大尉」 (横 光利 一 ) 

これ は 作者の 現実 を 見る 眼の 相違から くる もので 

あって、 文学史 的に 考えて 見て、 表現 派の 洗礼 を 受け 

た 新 感覚 派に 之が 見られ、 表現 派 以前で ある 鏡 花 氏に 

之が 見られな いのは 当然の ことで ある。 

併しながら、 その 新 感覚 派の 作家 達が わずか 数年に 

して、 その 奇矯なる 表現 法 を 捨てて 了った (あるいは、 

それ を 使いこなす 力が なくなって 了った。) に対して、 

鏡 花 氏 は 実に 三 十年一日の 如く、 その 独自の 表現 法 を 

固守して 益々 その 精彩 を 加えて きている ので ある。 こ 

れは、 新 感覚 派の 諸 作家の 表現 法が、 単なる 一時の 雷 



同 ひよ つと した 思い つき、 に 止 つ ていたの に反して (横 

光 氏な どの 場合 は、 そうとば かり も 言い きれな いが) 

鏡 花 氏の それが、 何よりも、 氏 自身の 中から 生れた、 

身に ついた 表現 法で ある ことの 証拠であろう、 と 私 は 

思う。 実に かくの 如く 突兀. 奇峭 にして、 又 絢爛 を 極 

めた 言葉の 豪奢な 織物でなくて は、 とても、 氏の 内な 

る 美しい 幻想 を —— 奇怪な 心象 風景 を —— 写し出す こ 

と は 出来ない ので ある。 氏の 文章 は、 だから、 他人の 

眼に は 如何に 奇怪に うつろう とも、 氏 自らに とって は 

他の 何物 を もっても 之に かえる ことので きない、 唯一 

無二の 表現 術な ので ある。 かかる 作者 自身の 感情 ゃ感 



覚の 裏打ちが あれば こそ、 氏の 文章 は、 かく も 人 を ひ 

きつける ので ある。 単なる、 きまぐれ や 思いつき だけ 

であったなら、 三十 年の 長い 年月の 間に 必ずや、 化の 

皮 を 現わした ことに 違いない と、 私 は 考える ので ある 

(昭和 八 年 七月 発行、 「学 苑」 第 一 号) 
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